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秋の企画展

漆のチカラ
― 漆文化の歴史と漆表現の現在 ―
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会
津
地
方
で
の
漆
の
利
用
は
縄
文
時
代
に
始
ま
り
、
各
時
代
を
通
じ
て

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
江
戸
時
代
か
ら
始
ま
る
産
業

と
し
て
の
漆
器
生
産
は
現
在
の
会
津
の
漆
器
産
業
へ
と
つ
な
が
り
、
漆
器

は
会
津
の
代
表
的
伝
統
工
芸
品
と
し
て
広
く
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
展

で
は
、
縄
文
時
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
連
綿
と
続
く
会
津
と
漆
の
関
係

を
振
り
返
り
な
が
ら
、
漆
文
化
の
奥
深
さ
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
現
在

活
躍
す
る
漆
を
素
材
と
し
て
用
い
て
い
る
作
家
の
作
品
か
ら
、
こ
れ
か
ら

の
漆
表
現
の
可
能
性
を
探
り
ま
す
。 

（
美
術
担
当　

小
林
め
ぐ
み
）

秋
の
企
画
展

漆
の
チ
カ
ラ
―
漆
文
化
の
歴
史
と
漆
表
現
の
現
在
―

二
〇
一
〇
年
一
〇
月
九
日（
土
）〜
一
一
月
二
八
日（
日
）

（表紙）夏山晴霽蒔絵飾皿　津田得民　個人
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展
示
の
構
成

漆
文
化
の
歴
史

漆
の
チ
カ
ラ
―
縄
文
の
赤
と
黒
―

会
津
の
漆
―
祈
り
の
器
・
生
活
の
器
―

会
津
の
漆
―
技
と
美
の
研
鑽
―

漆
表
現
の
現
在

関
連
イ
ベ
ン
ト

■
講
演
会「
漆
の
文
化
史
―
九
〇
〇
〇
年
の
時
を
超
え
て
」

講
師
：
四
柳
嘉
章
さ
ん（
石
川
県
輪
島
漆
芸
美
術
館
館
長
）

日
時
：
平
成
二
二
年
一
〇
月
三
一
日（
日
）一
三
時
三
〇
分
〜

会
場
：
福
島
県
立
博
物
館
講
堂

■
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク

講
師
：
藤
田
敏
彰
さ
ん（
漆
造
形
家
）、
松
島
さ
く
ら
子
さ
ん

（
漆
造
形
家
）、
中
島
靖
高
さ
ん（
現
代
美
術
家
）、
保
井

智
貴
さ
ん（
彫
刻
家
）（
予
定
）

日
時
：
平
成
二
二
年
一
〇
月
九
日（
土
）一
三
時
三
〇
分
〜

会
場
：
企
画
展
示
室

■
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
漆
絵
で
ｍ
ｙ
箸
を
作
ろ
う
」

講
師
：
め
し
も
り
山
工
房
の
み
な
さ
ん

日
時
：
一
一
月
一
三
日（
土
）一
三
時
三
〇
分
〜

　
　
　

一
一
月
一
四
日（
日
）一
〇
時
三
〇
分
〜

定
員
：
一
五
名（
申
込
制
・
先
着
順
・
一
ヶ
月
前
か
ら
募
集
を

開
始
し
ま
す
）

参
加
費
：
六
〇
〇
円（
一
膳
に
つ
き
・
予
定
）

観
覧
料
：
一
般
・
大
学
生　

五
〇
〇（
四
〇
〇
）円

　
　
　
　

高
校
生　

三
〇
〇（
二
四
〇
）円

　
　
　
　

小
中
学
生　

二
〇
〇（
一
六
〇
）円

 
 （　

　

）内
は
二
〇
名
以
上
の
団
体
料
金

湿原蒔絵箱　関谷浩二（撮影／大堀一彦）

undercurrents‒2010Ⅰ　松島さくら子（撮影／浅野浩良）

calm　保井智貴
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夏
の
企
画
展

「
森
に
生
き
山
に
遊
ぶ
！

 

―
ふ
く
し
ま
の
森
林
文
化
―
」
関
連
事
業

樹
木
観
察
会
「
鶴
ヶ
城
の
樹
木
」

　

日
時
：
七
月
一
一
日（
日
）
一
〇
：
〇
〇
〜
一
二
：
〇
〇

　

講
師
：
福
島
県
植
物
研
究
会
員
・
会
津
生
物
同
好
会
員

　
　
　
　

蓮
沼
憲
二
さ
ん

　

鶴
ヶ
城
公
園
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
園
内
に
生
育
す
る
樹
木

を
中
心
と
し
た
植
物
観
察
会
を
催
し
ま
し
た
。
園
内
の
草
木

は
み
だ
り
に
採
集
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
蓮
沼
さ
ん
は
事

前
に
、
案
内
す
る
樹
木
の
枝
葉
を
用
意
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

解
説
す
る
樹
木
の
側
で
肩
掛
け
バ
ッ
グ
か
ら
そ
の
木
の
枝
葉

を
取
り
出
し
て
参
加
者
の
目
の
前
に
示
し
ま
す
。
お
陰
で
手

の
届
か
な
い
枝
葉
を
間
近
に
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

園
内
の
樹
木
は
植
樹
さ
れ
た
も
の
が
殆
ど
で
す
が
、
鳥
や

風
に
よ
っ
て
種
子
が
散
布
さ
れ
出
芽
し
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

イ
ヌ
ザ
ク
ラ
や
コ
ナ
ラ
な
ど
山
に
生
育
す
る
樹
も
案
内
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
樹
種
の
細
か
い
見
分
け
方
の
ほ
か
、
林

床
植
物
や
水
生
植
物
、
着
生
植
物
の
面
白
い
形
態
・
生
態
の

解
説
も
あ
っ
て
、
樹
木

や
植
物
へ
の
関
心
を
深

め
、
公
園
内
の
自
然
の

豊
か
さ
に
気
付
く
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

午
後
ま
で
延
長
し
て

観
察
し
た
い
、
季
節
ご

と
に
観
察
会
を
開
い
て
も
ら
い
た
い
等
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。 

（
自
然
担
当　

小
澤
義
春
）

対
談
「
山
の
技
術
と
資
源
の
活
用
―
吉
野
と
熊
野
の
フ
ィ
ー

ル
ド
か
ら
―
」

　

日
時
：
七
月
一
七
日（
土
）
一
三
：
三
〇
〜
一
五
：
〇
〇

　

講
師
：
東
北
学
院
大
学
専
任
講
師　

加
藤
幸
治
さ
ん

　
　
　
　

奈
良
県
教
育
委
員
会　

森
本
仙
介
さ
ん

　

加
藤
さ
ん
は
和
歌
山
県
立
紀
伊
風
土
記
の
丘
で
学
芸
員
と

し
て
意
欲
的
な
調
査
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
。
森
本
さ
ん

は
奈
良
県
立
民
俗
博
物
館
で
、
吉
野
の
山
村
生
産
用
具
を
国

指
定
有
形
民
俗
文
化
財
に
す
る
た
め
に
か
け
ま
わ
り
、
指
定

記
念
の
大
き
な
展
覧
会
を
手
掛
け
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
過
程

で
そ
れ
ぞ
れ
熊
野
、
吉
野
で
山
林
の
民
俗
調
査
を
し
て
こ
ら

れ
た
。
そ
の
お
二
人
か
ら
、
私
た
ち
と
は
異
な
る
視
点
で
の

山
や
森
に
つ
い
て
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
と
く
に
印

象
に
深
い
の
は
、
吉
野
式
林
業
と
い
う
、
き
ち
っ
と
し
た
美
林

を
作
り
出
す
方
法
は
、
ほ
と
ん
ど
稲
の
栽
培
と
同
じ
よ
う
な

手
の
か
け
方
だ
と
い
う
話
や
、
人
工
林
も
極
め
る
と
そ
こ
に

は
豊
か
な
動
物
の
世
界

が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

一
方
熊
野
式
林
業
と
よ

ば
れ
る
や
や
粗
放
な
林

業
の
背
景
に
は
藩
政
時

代
の
施
策
が
あ
り
、
備

長
炭
を
焼
く
山
と
い
う

考
え
が
あ
る
こ
と
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。

と
も
か
く
も
、
き
ち
っ

と
し
た
深
い
フ
ィ
ー
ル

ド
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
話
は
つ
き
ず
、
予
定
時
間
を
は
る

か
に
オ
ー
バ
ー
し
て
も
ま
だ
終
わ
ら
な
い
状
態
だ
っ
た
。
新

鮮
な
風
が
十
分
に
吹
い
て
く
る
お
二
人
の
対
談
だ
っ
た
。

 

（
民
俗
担
当　

榎　

陽
介
）

講
演
会
「
森
は
動
い
て
い
る
―
樹
木
の
長
い
一
生
を
科
学
す

る
―
」

　

日
時
：
七
月
一
八
日（
日
）
一
三
：
三
〇
〜
一
五
：
〇
〇

　

講
師
：
東
北
大
学
大
学
院
生
命
科
学
研
究
科
教
授

　
　
　
　

中
静
透
さ
ん

　

森
林
生
態
学
・
生
物
多
様
性
科
学
を
専
門
と
す
る
中
静
透

さ
ん
か
ら
、
樹
木
の
世
代
交
代
が
撹か

く

乱ら
ん

と
い
う
悪
条
件
と
思

え
る
環
境
を
利
用
し
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
講
話
を

聴
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
台
風
に
よ
る
斜
面
崩
壊
や
河
川

氾
濫
な
ど
、数
十
年
ま
た
は
数
百
年
に
一
度
の
頻
度
で
起
こ
る

撹
乱
に
世
代
交
代
を
依
存
し
て
い
る
こ
と
は
、
樹
木
の
一
生

が
長
い
こ
と
で
実
現
さ
れ
る
と
い
う
興
味
深
い
内
容
で
し
た
。

　

森
林
と
住
民
の
関
わ
り
や
木
材
利
用
の
後
退
に
よ
り
、
森

林
の
荒
れ
や
病
害
虫

被
害
の
多
発
を
招
い

て
い
る
事
例
の
紹
介

も
あ
り
ま
し
た
。
講

演
後
は
こ
れ
ら
人
と

森
と
の
関
わ
り
に
つ

い
て
の
質
疑
が
あ
り

ま
し
た
。 

（
自
然
担
当　

小
澤
義
春
）

※
「
博
物
館
だ
よ
り
97
号
」
5
ペ
ー
ジ
に
あ
る
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

の
写
真
は
カ
ス
ミ
ザ
ク
ラ
の
誤
り
で
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト

ハリエンジュの葉の特徴を
説明する講師の蓮沼さん

フィールド経験から対談する加藤さん（左）と
森本さん（右）

森林の動態について
講演する中静さん
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Ｑ
：
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
国
会
の
ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
目
に
し
ま

す
が
、
日
本
に
国
会
が
誕
生
し
た
の
は
い
つ
頃
で
す
か
。

Ａ
：
そ
れ
は
、
今
か
ら
一
二
〇
年
前
の
一
八
九
〇
年
一
一
月

二
九
日
の
こ
と
で
す
。
き
っ
か
け
は
、
一
八
七
四
年
に
板い

た

垣が
き

退た
い

助す
け

ら
が
政
府
に
提
出
し
た
「
民み

ん
せ
ん撰
議ぎ

院い
ん

設せ
つ

立り
つ

の
建け

ん

白ぱ
く

書し
ょ

」

で
し
た
。
民
撰
議
院
と
は
国
会
の
こ
と
で
す
。
こ
の
意
見
書

は
、
新
聞
に
掲
載
さ
れ
大
き
な
反
響
を
呼
び
自
由
民
権
運
動

の
口
火
と
な
り
ま
し
た
。
政
府
は
全
国
に
拡
大
す
る
民
権
運

動
を
き
び
し
く
弾
圧
し
た
も
の
の
、
徐
々
に
抑
え
切
れ
な
く

な
り
ま
す
。
や
む
な
く
政
府
は
「
国
会
開
設
の
勅ち

ょ
く
ゆ諭
」
を
出

し
、
一
〇
年
後
の
国
会
開
設
を
約
束
し
た
の
で
す
。
国
会
開

設
は
民
権
運
動
が
勝
ち
取
っ
た
成
果
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

が
実
施
さ
れ
、
福
島
県
か
ら
は
七
名
が
当
選
（
佐さ

藤と
う

忠ち
ゅ
う
ぼ
う望・

安あ

部べ

井い

磐い
わ

根ね

・
河こ

う

野の

広ひ
ろ

中な
か

・
鈴す

ず

木き

万ま
ん

次じ

郎ろ
う

・
山や

ま

口ぐ
ち

千ち

代よ

作さ
く

・

三み

浦う
ら

信し
ん

六ろ
く

・
白し

ら

井い

遠え
ん

平ぺ
い

）。
貴
族
院
議
員
一
名
も
多
額
納
税

者
か
ら
選
出
さ
れ
（
角つ

の

田だ

林り
ん

兵べ

衛え

）、
計
八
名
の
国
会
議
員

が
誕
生
し
ま
し
た
。
当
時
は
「
直
接
国
税
一
五
円
以
上
を
納

め
る
二
五
歳
以
上
の
男
子
」
と
い
う
制
限
選
挙
の
た
め
、
有

権
者
数
は
わ
ず
か
一
万
四
千
人
弱
（
総
人
口
約
九
六
万
人
の

一
・
四
五
％
）
で
し
た
。

Ｑ
：
時
お
り
「
代だ

い

議ぎ

士し

」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
ま
す
が
、

国
会
議
員
と
の
違
い
は
何
で
す
か
。

Ａ
：
「
代
議
士
」
と
は
、
国
民
を
代
表
し
て
国
政
を
議
論
す

る
人
、
と
い
う
意
味
の
衆
議
院
議
員
の
通
称
で
す
。
昔
の

Ｑ
：
一
二
〇
年
前
の
国
会
と
現
在
の
国
会
は
、
何
が
一
番
違

い
ま
す
か
。

Ａ
：
当
時
の
国
会
は
、
大
日
本
帝
国
憲
法
下
の
議
会
で
「
帝て

い

国こ
く

議ぎ

会か
い

」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
一
九
四
七
年
五
月
三
日
の
日

本
国
憲
法
施
行
に
よ
り
帝
国
議
会
は
「
国
会
」（
国
の
唯
一

の
立
法
機
関
）
と
な
っ
た
の
で
す
。
ま
た
、
現
在
は
「
衆
議

院
」
と
「
参
議
院
」
の
二
院
制
で
す
が
、
当
時
は
「
衆
議
院
」

と
選
挙
の
な
い
皇
族
や
華
族
、
勅ち

ょ
く
に
ん任
（
天
皇
が
任
命
）
の
議

員
か
ら
な
る
「
貴
族
院
」
の
二
院
制
で
し
た
。

Ｑ
：
一
二
〇
年
前
の
初
代
国
会
議
員
の
中
に
は
福
島
県
人
も

い
た
の
で
す
か
。

Ａ
：
一
八
九
〇
年
七
月
一
日
に
第
一
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

人
々
は
国
民
の
代
表
で
あ
る
衆
議
院
議
員
の
こ
と
を
、
貴
族

院
議
員
と
区
別
し
て
、
敬
意
と
親
し
み
を
込
め
て
代
議
士
と

呼
ん
だ
よ
う
で
す
。
今
日
で
も
一
般
に
参
議
院
議
員
は
代
議

士
と
は
呼
び
ま
せ
ん
。

Ｑ
：
現
在
の
国
会
議
事
堂
は
い
つ
頃
建
て
ら
れ
た
の
で
す
か
。

Ａ
：
お
な
じ
み
の
永な

が
た
ち
ょ
う

田
町
に
あ
る
議
事
堂
は
、
一
九
三
六
年

一
一
月
七
日
に
完
成
し
ま
し
た
。
す
で
に
七
〇
年
以
上
も
国

政
の
舞
台
と
し
て
日
本
の
政
治
を
見
守
り
続
け
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
日
本
の
針
路
を
決
め
る
大
切
な
国
会
。

〝
国
会
開
設
一
二
〇
周
年
〞
の
節
目
を
機
に
、
国
政
へ
の
関

心
や
問
題
意
識
を
深
め
た
い
も
の
で
す
。

回
答
者

歴
史
担
当

星　

幸

常
設
展
ポ
イ
ン
ト
展
示

　
「
国
会
開
設
と
ふ
く
し
ま

 

―
一
二
〇
年
前
の
国
会
議
員
」

会
期　

平
成
二
二
年
一
〇
月
一
九
日（
火
）〜

 

一
二
月
一
九
日（
日
）

場
所　

福
島
県
立
博
物
館
常
設
展
示
室　

近
現
代　

Ｅ
２

　
　
　
「
自
由
民
権
」
コ
ー
ナ
ー　

常
設
展
観
覧
料

国
会
開
設
と
ふ
く
し
ま

「国会議事之図」1890（明治23）年
帝国議会開設当時の様子
写真提供：憲政記念館
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『
少
年
工
芸
文
庫　

第
一
四
編

 

漆
器
の
巻
』

 

佐
藤
洋
一　
歴
史
担
当

石
井
研
堂
の
理
科
読
み
物

　

明
治
期
の
子
ど
も
た
ち
に
人
気
の
あ
っ
た
『
少
年
工
芸
文

庫
』
シ
リ
ー
ズ
全
二
四
編
に
は
、『
第
一
四
編　

漆
器
の
巻
』

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
み
ま
し
た
が
、
目

下
の
と
こ
ろ
明
治
期
の
子
ど
も
向
け
知
識
読
み
物
の
単
行
本

の
中
で
、
漆
器
を
取
り
上
げ
た
唯
一
の
本
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

こ
の
本
の
著
者
は
、
福
島
県
郡
山
出
身
の
明
治
文
化
史
研

究
家
石
井
研
堂
（
研け

ん

堂ど
う

は
号
、
本
名
は
民た

み

司じ

。
一
八
六
五
年

〜
一
九
四
三
年
）
で
す
。

　

大
著
『
明
治
事
物
起
原
』（
一
九
四
四
年
増
補
改
訂
版
）
は

特
に
有
名
で
す
が
、
そ
の
他
、
研
堂
の
多
彩
な
業
績
の
一
つ

の
柱
が
、
理
科
読
み
物
で
す
。『
理
科
十
二
ケ
月
』
全
一
二
冊

（
博
文
館
、
一
九
〇
一
年
）、『
少
年
工
芸
文
庫
』全
二
四
冊（
博

文
館
、
一
九
〇
二
年
か
ら
一
九
〇
四
年
）、　
『
少
年
実
験
工

芸
百
種
』（
博
文
館
、
一
九
一
三
年
）、
堀
七
藏
と
共
著
『
常

識
叢
書　

第
一
編　

電
燈
』（
敬
文
館
、
一
九
一
五
年
）、『
常

識
叢
書　

第
二
編　

電
気
の
利
用
』（
敬
文
館
、一
九
一
五
年
）

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

『
少
年
工
芸
文
庫　

第
一
四
編　

漆
器
の
巻
』
の
目
的

　

こ
の
『
少
年
工
芸
文
庫
』
シ
リ
ー
ズ
全
二
四
編
の
テ
ー
マ

は
、
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

鉄
道
、
水
道
、
瓦
斯
、
写
真
、
電
話
、
硝
子
、

　
　

紡
績
、
活
版
、
汽
船
、
製
紙
、
銅
山
、
電
燈
、

　
　

陶
器
、
漆
器
、
時
計
、
マ
ッ
チ
、
織
物
、
染
色
、

　
　

煙
草
、
砂
糖
、
醸
造
、
石
油
、
機
械
、
建
築
、

編
は
部
門
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
二

四
部
門
の
工
業
製
品
や
美
術
工
芸
品
、
そ
し
て
、
各
部
門
の

産
業
シ
ス
テ
ム
の
知
識
が
、
少
年
に
と
っ
て
必
要
な
知
識
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

研
堂
の
得
意
な
実
地
研
究
主
義
・
専
門
家
へ
取
材
は
、『
漆

器
の
巻
』で
も
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。『
漆
器
の
巻
』

の
著
作
目
的
の
一
端
を
本
文
中
か
ら
摘
記
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

殊
に
、
工
人
の
苦
心
研
究
に
よ
り
て
、
種
々
の
塗
方

を
発
明
し
、
実
用
の
外
に
、
装
飾
上
の
美
を
増
し
て
、

人
に
娯
楽
を
与
え
て
ま
す
。

　

漆
工
は
本
邦
固
有
の
技
術
と
も
い
ふ
べ
く
、
古
来
其

経
験
が
進
ん
で
居
り
ま
す
。
之
に
反
し
て
、
欧
米
諸
国

人
の
、
漆
器
を
知
り
ま
し
た
の
は
、
至
ツ
て
近
年
の
こ

と
で
、
漆
、
ニ
ス
な
ど
を
塗
る
こ
と
を
、
ジ
ヤ
ポ
ン
と

い
ひ
日
本
と
漆
を
、
同
一
義
に
使
ツ
て
る
位
な
の
で
す
。

さ
れ
ば
、
僕
は
、
若
し
我
国
の
少
年
に
し
て
、
漆
器
の
、

如
何
に
し
て
塗
り
上
げ
ら
る
ゝ
も
の
か
を
も
知
ら
ず
し

て
止
ま
ん
は
恥
づ
べ
き
こ
と
な
る
べ
し
と
、
工
芸
文
庫

中
に
、
こ
の
冊
を
加
へ
た
わ
け
な
の
で
す
。
殊
に
、
器

用
の
少
年
な
ら
ん
に
は
、
自
ら
其
技
術
を
試
み
て
、
清

楽
を
得
ら
る
ゝ
で
す
か
ら
、
成
る
べ
く
は
、
読
む
ば
か

り
に
止
ま
ら
ず
、
漆
の
い
た
づ
ら
も
や
ツ
て
貰
ひ
た
い

の
で
す
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
世
界
に
名
だ
た
る
漆
器
の
国
に
生
ま
れ

た
少
年
が
漆
器
を
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
恥
ず
べ
き
こ
と

だ
と
忠
告
し
て
い
る
の
で
す
。
さ
ら
に
本
を
読
む
ば
か
り
で

な
く
、
実
際
に
漆
を
塗
っ
て
体
験
し
て
み
な
さ
い
と
も
言
っ

て
い
ま
す
。

『
少
年
工
芸
文
庫　

第
一
四
編　

漆
器
の
巻
』
の
内
容

　

七
木
君
や
陶
山
君
ら
登
場
人
物
の
少
年
た
ち
が
実
験
し
た

り
議
論
し
た
り
し
な
が
ら
、
読
み
物
は
進
展
し
ま
す
。
そ
の

内
容
は
、
ウ
ル
シ
ノ
キ
の
種
類
、
漆
の
採
取
方
法
と
道
具
、

漆
の
化
学
、
精
製
工
程
の
化
学
、
木
地
の
製
作
工
程
、
漆
器

の
製
作
工
程
、
漆
器
の
技
法
、
余
談
（「
米
国
の
税
関
官
吏
」

「
独
逸
の
模
造
漆
器
」）
な
ど
が
的
確
に
わ
か
り
や
す
く
記
述

さ
れ
て
い
ま
す
。
書
籍
の
形
態
は
、
縦
二
二
・
五
㎝
×
横
一

五
・
〇
㎝
、
本
文
一
〇
六
頁
、
写
真
四
頁
で
す
。
本
文
中
の

挿
絵
は
、
計
二
二
図
で
す
。
写
真
は
、
福
島
県
立
博
物
館
所

蔵
本
の
表
紙
で
す
。

　

な
お
、
福
島
県
出
身
の
石
井
研
堂
は
、
こ
の
本
の
中
で
会

津
の
漆
器
を
た
び
た
び
紹
介
し
て
い
ま
す
。「（
漆
樹
を
）
会

津
に
行
っ
た
時
見
ま
し
た
」「
保
科
正
之
が
漆
の
栽
培
を
奨

励
し
ま
し
た
」「（
漆
の
産
地
）
岩
代
の
会
津
」「
漆
工
専
門

の
学
校
は
、（
中
略
）
岩
代
若
松
の
工
業
学
校
等
に
、
漆
工

科
あ
る
の
み
な
り
」
な
ど
が
見
え
て
い
ま
す
。

研
究
ノ
ー
ト
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会　期：平成22年 9 月11日（土）～11月23日（火・祝）
会　場：総合展示室古代
観覧料：一般・大学生／260円　小中高生／無料

　県内の遺跡から初めて発見された「和同開珎」を展示します。須賀川市うまや遺
跡の「和同開珎」は、古代の住居跡から見つかった須恵器に納められていました。
　また、「和同開珎」から始まり、平安時代に鋳造された「乾元大寶」までの「皇
朝十二銭」と総称される銭貨も展示します。

ト
ピ
ッ
ク
ス

ポ
イ
ン
ト
展

和わ

同ど
う

開か
い

珎ち
ん

冬
の
特
集
展
（
ま
ほ
ろ
ん
移
動
展
）　

予
告

　

土
偶
と
は
、
粘
土
で
作
ら
れ
た
人ひ
と

形が
た

で
す
。
縄
文
時
代
に
作

ら
れ
ま
し
た
。
お
っ
ぱ
い
と
ふ
く
ら
ん
だ
お
腹な
か

が
強
調
さ
れ
て

い
ま
す
。
妊に
ん

娠し
ん

し
た
女
性
を
表
現
し
て
い
る
の
で
す
。
い
の
ち

を
産う

み
出
す
神
さ
ま
の
像
な
の
で
し
ょ
う
。

　

縄
文
人
の
姿
を
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
数

千
年
前
の
人
々
の
顔
の
特
徴
や
身
な
り
、
髪
型
な
ど
も
う
か
が

い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

昨
年
、
大
英
博
物
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
「The Power 

of D
O
G
U

」
に
出
品
さ
れ
た
福
島
市
上か
み

岡お
か

遺い

跡せ
き

の
体
育
座
り
を

す
る
土
偶
や
郡
山
市
荒
小
路
遺
跡
の
ハ
ー
ト
形
土
偶
を
始
め
、

県
内
の
代
表
的
土
偶
が
勢
ぞ
ろ
い
し
ま
す
。
ま
た
県
外
へ
流
出

し
た
東
北
大
学
考
古
学
研
究
室
が
所
蔵
す
る
会
津
坂
下
町
竈
か
ま
ど

原は
ら

遺
跡
の
土
偶
も
里
帰
り
し
ま
す
。

　

こ
の
展
示
は
、
ま
ほ
ろ
ん
（
福
島
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
白
河

館
）
と
の
交
流
事
業
で
、
ま
ほ
ろ
ん
が
開
催
す
る
企
画
展
の
移

動
開
催
で
す
。 

（
考
古
担
当　

森　

幸
彦
）

ふ
く
し
ま
の
土ど

偶ぐ
う

■
会
期　

平
成
二
二
年
一
二
月
七
日（
火
）〜
平
成
二
三
年
一
月
三
〇
日（
日
）

58号住居跡から見つかった須恵器

須恵器に納められていた和同開珎

三春町柴原Ａ遺跡出土土偶
まほろん（福島県文化財センター白河
館）所蔵

ほ
う
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企
画
展

　
「
漆
の
チ
カ
ラ
―
漆
文
化
の
歴
史
と
漆
表
現
の
現
在
―
」

　

10
月
9
日（
土
）〜
11
月
28
日（
日
）

◎
企
画
展
関
連
行
事

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク
「
漆
で
表
現
す
る
」

　

日
時　

10
月
9
日（
土
）13
時
30
分

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
企
画
展
示
室

　

講
師　

漆
造
形
家　

藤
田
敏
彰
さ
ん
、
漆
造
形
家　

松
島
さ
く
ら

子
さ
ん
、
漆
造
形
家　

中
島
靖
高
さ
ん
、
彫
刻
家　

保
井

智
貴
さ
ん（
予
定
）

　

講
演
会
「
漆
の
文
化
史
―
９
０
０
０
年
の
時
を
超
え
て
―
」

　

日
時　

10
月
31
日（
日
）13
時
30
分
〜

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
講
堂

　

講
師　

石
川
県
輪
島
漆
芸
美
術
館
長　

四
柳
嘉
章
さ
ん

　

福
島
県
文
化
施
設
連
携
事
業

　
「The Voice of （
漆
）リ
ー
デ
ィ
ン
グ
」

　

日
時　

11
月
2
日（
火
）16
時
30
分
〜

　

会
場　

ア
ル
テ
マ
イ
ス
タ
ー
保
志（
会
津
若
松
市
本
町
9
―
23
）

　

出
演　

詩
人　

吉
増
剛
造
さ
ん

　

福
島
県
文
化
施
設
連
携
事
業

　

新
作 C

iné 

初
公
開　
「The Voice of （
漆
）―
会
津
に
て
」

　

日
時　

11
月
3
日（
水
・
祝
）13
時
30
分
〜

　

会
場　

ア
ル
テ
マ
イ
ス
タ
ー
保
志（
会
津
若
松
市
本
町
9
―
23
）

　

出
演　

詩
人　

吉
増
剛
造
さ
ん

　
「
会
津
・
漆
の
芸
術
祭
」

　

会
期　

10
月
2
日（
土
）〜
11
月
23
日（
火
・
祝
）

◎
会
津
・
漆
の
芸
術
祭
関
連
行
事

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

　

日
時　

10
月
2
日（
土
）13
時
30
分
〜 

14
時
30
分

　

会
場　

会
津
若
松
市
七
日
町
市
民
広
場

※「
赤
坂
憲
雄
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
め
ぐ
る
会
津
・
漆
の
芸
術
祭

ツ
ア
ー
」

　

日
時　

10
月
2
日（
土
）14
時
30
分
〜
15
時
30
分

　

講
師　

会
津
・
漆
の
芸
術
祭
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・
福
島
県
立
博
物
館

長　

赤
坂
憲
雄

　

会
場　

会
津
若
松
市
内
の
展
示
会
場

　

定
員　

20
名（
申
込
制
、
先
着
順
）

　

公
演
「
漆
の
楽
器
コ
ン
サ
ー
ト
」

　

日
時　

10
月
16
日（
土
）13
時
30
分
〜
15
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

　

出
演　

尺
八
奏
者　

ブ
ル
ー
ス
・
ヒ
ュ
ー
バ
ナ
ー
さ
ん
、
箏
奏
者

カ
ー
テ
ィ
ス
・
パ
タ
ー
ソ
ン
さ
ん

　

劇
団
き
ら
く
座
公
演
「
漆
屋
傳
兵
衛
」

　

日
時　

11
月
14
日（
日
）13
時
30
分
〜
15
時

　

出
演　

劇
団
き
ら
く
座

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
講
堂

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
福
島
・
会
津
・
い
わ
き
ア
ー
ト
ト
ラ
イ
ア

ン
グ
ル
を
語
る
」

　

日
時　

11
月
20
日（
土
）15
時
〜
17
時
30
分

　

会
場　

大
和
川
酒
造
北
方
風
土
館

　

パ
ネ
リ
ス
ト　

い
わ
き
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

吉
田
重
信

福
島
現
代
ア
ー
ト
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

渡
邊
晃
一

会
津
・
漆
の
芸
術
祭
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・
福
島
県
立

博
物
館
長　

赤
坂
憲
雄

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
会
津
・
漆
・
ア
ー
ト
」

　

日
時　

11
月
23
日（
火
・
祝
）14
時
〜
16
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
講
堂

　

パ
ネ
リ
ス
ト　

越
後
妻
有
大
地
の
芸
術
祭
総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

北
川
フ
ラ
ム
さ
ん

秋
田
公
立
美
術
工
芸
短
期
大
学
学
長　

樋
田
豊
次

郎
さ
ん

明
治
学
院
大
学
教
授　

山
下
裕
二

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

会
津
漆
の
芸
術
祭
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・
福
島

県
立
博
物
館
長　

赤
坂
憲
雄

　
「
ふ
く
し
ま
の
土
偶
」

　

会
期　

12
月
7
日（
火
）〜
1
月
30
日（
日
）

　
「
相
馬
地
域
の
干
拓
」

　

会
期　

９
月
７
日（
火
）〜
平
成
23
年
３
月
31
日（
木
）

　
「
ふ
く
し
ま
の
画
人
た
ち
」

　

会
期　

12
月
４
日（
土
）〜
平
成
23
年
1
月
9
日（
日
）

　
「
相
馬
岡
田
文
書
」

　

会
期　

９
月
２
日（
木
）〜
10
月
11
日（
月
・
祝
）ま
で

　
「
あ
の
世
に
旅
立
つ
と
き
」

　

会
期　

10
月
1
日（
金
）〜
11
月
30
日（
火
）

　
「
ふ
く
し
ま
教
育
の
あ
ゆ
み
」

　

会
期　

10
月
19
日（
火
）〜
11
月
30
日（
火
）

　
「
国
会
開
設
と
ふ
く
し
ま
」

　

会
期　

10
月
19
日（
火
）〜
12
月
19
日（
日
）

　
「
桧
原
湖
の
埋
没
林
」

　

会
期　

９
月
７
日（
火
）〜
10
月
31
日（
日
）

　
「
死
者
を
見
守
る
顔
」

　

会
期　

９
月
11
日（
土
）〜
平
成
23
年
3
月
27
日（
日
）

　
「
和
同
開
珎
」

　

会
期　

９
月
11
日（
土
）〜
11
月
23
日（
火
・
祝
）

　
「
あ
の
世
に
旅
立
つ
と
き
」

　

会
期　

10
月
１
日（
金
）〜
11
月
30
日（
火
）

　
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
記
憶
―
こ
た
つ
掛
け
―
」

　

会
期　

12
月
1
日（
水
）〜
平
成
23
年
1
月
30
日（
日
）

　
「
塩
沢
上
原
遺
跡
の
石
器
」

　

会
期　

12
月
４
日（
土
）〜
平
成
23
年
3
月
27
日（
日
）

　
「
友
の
会
文
化
祭
」

　

日
時　

10
月
17
日（
日
）10
時
〜
16
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
・
中
庭

　

ク
リ
ス
マ
ス
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
「
古
代
の
千
年
後
」

　

ジ
ャ
ズ
フ
ル
ー
テ
ィ
ス
ト　

天
田　

透

　

日
時　

12
月
18
日（
土
）　

13
時
30
分
〜
15
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

　
『
遠
野
物
語
』
を
読
む
７

　

講
師　

館
長　

赤
坂
憲
雄

　

日
時　

10
月
7
日（
木
）13
時
30
分
〜
15
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
講
堂

　
『
遠
野
物
語
』
を
読
む
８

　

日
時　

11
月
4
日（
木
）13
時
30
分
〜
15
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
講
堂

　

講
師　

館
長　

赤
坂
憲
雄

　
『
遠
野
物
語
』
を
読
む
９

　

日
時　

12
月
2
日（
木
）13
時
30
分
〜
15
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館
講
堂

　

講
師　

館
長　

赤
坂
憲
雄

○
歴
史
講
座

　

人
物
シ
リ
ー
ズ
２
「
柴
四
朗
・
東
海
散
士
を
読
む
」

　

講
師　

学
芸
員　

佐
藤
洋
一

　

日
時　

10
月
2
日（
土
）13
時
30
分
〜
15
時　

講
堂

　

人
物
シ
リ
ー
ズ
３
「
国
会
開
設
と
代
議
士
・
河
野
広
中
の
誕

生
」

　

日
時　

11
月
6
日（
土
）13
時
30
分
〜
15
時　

講
堂

　

講
師　

学
芸
員　

星　

幸

○
自
然
史
講
座

　
「
鶴
ヶ
城
の
野
鳥
」

　

日
時　

11
月
14
日（
日
）13
時
30
分
〜
15
時
30
分　

視
聴
覚
室
・
鶴

ヶ
城
公
園

　

講
師　

鳥
類
研
究
家　

古
川
裕
司

○
考
古
学
講
座

　
「
勾
玉
・
ガ
ラ
ス
玉
を
作
ろ
う
」

　

日
時　

12
月
11
日（
土
）13
時
30
分
〜
16
時　

実
習
室

　

学
芸
員　

横
須
賀
倫
達
ほ
か

　

＊
展
示
解
説
員
に
よ
る
常
設
展
総
合
展
示
の
案
内
で
す
。

　

＊
毎
週
土
曜
日
、
日
曜
日
の
11
時
と
14
時
か
ら
30
分
ほ
ど
行
い
ま

す
。

　　

11
月
３
日（
水
）文
化
の
日　

全
員
常
設
展
無
料

　

11
月
２
日（
火
）〜
11
月
７
日（
日
）　

小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生

の
企
画
展
無
料

10
月　

４
日（
月
）・
12
日（
火
）・
18
日（
月
）・
25
日（
月
）

11
月　

１
日（
月
）・
８
日（
月
）・
15
日（
月
）・
22
日（
月
）・
24
日（
水
）

　
　
　

29
日（
月
）

12
月　

6
日（
月
）・
13
日（
月
）・
20
日（
月
）・
24
日（
金
）・
27
日（
月
）

〜
31
日（
金
）

季
刊
博
物
館
だ
よ
り
　
98号
　
2010年

9
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30日
発
行
　
編
集
・
発
行
　
福
島
県
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博
物
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〒
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会
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松
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℡
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リサイクル適正◎A

企
画
展

※
は
要
申
込

木
曜
の
広
場

や
さ
し
い
展
示
解
説

常
設
展
無
料
開
放
日

＊
要
申
込
の
行
事
は
基
本
的
に
開
催
日
の
１
ヶ
月
前
か
ら
募
集
を
開

始
し
ま
す
が
、
異
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

＊
そ
の
他
、「
会
津
・
漆
の
芸
術
祭
」関
連
行
事
等
の
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
、
月
行
事
予
定
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

10
月
〜
12
月
の
休
館
日

＊「
会
津
・
漆
の
芸
術
祭
」
関
連
行
事
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://www.general-museum.fks.ed.jp/urushinogeijyutusai/

event/event.html

）を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
以
下
、
一
部
、
福
島
県
立

博
物
館
を
会
場
と
す
る
行
事
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

特
集
展（
ま
ほ
ろ
ん
移
動
展
）

ポ
イ
ン
ト
展

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
イ
ベ
ン
ト

講
演
・
講
座

企
画
展
無
料
開
放
日

会
津
・
漆
の
芸
術
祭

※
は
要
申
込

テ
ー
マ
展


